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本
事
件
は
、
国
と
地
域
圏
ア
ル
ザ
ス
と
の
間
の
計
画
契
約
に
一
方
的
に

違
反
す
る
国
の
決
定
が
越
権
訴
訟
で
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
概

要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
事
件
は
「
九
八
○
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
協
会

が
、
基
礎
研
究
の
た
め
に
素
粒
子
円
形
加
速
機
（
以
下
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
と
い
う
）
の
設
置
計

画
を
公
表
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
は
、
規
模
的
に
は
周
囲
が
七

七
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
最
低
1
0
億
フ
ラ
ン
の
投
資
、
数
千
人
の
雇
用

の
創
出
に
つ
な
が
る
大
規
模
な
計
画
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
的
協
同
事

業
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
市
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
い
く
つ
か
の
高
等
科
学
機
関
の
同
意

を
得
て
誘
致
の
た
め
に
立
候
補
し
、
同
時
に
地
域
圏
内
の
い
く
つ
か
の
地

方
公
共
団
体
と
公
施
設
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
広
域
都
市
圏
）
が
、
こ
の
計

画
の
た
め
に
設
置
場
所
の
調
査
と
確
保
の
手
続
き
を
開
始
し
て
い
る
。

　
一
九
八
二
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
国
土
整
備
関
係
閣
僚
委
員
会
が
、
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
候
補
地
と
し
て
支
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
こ
と

は
、
一
九
八
四
年
四
月
二
八
日
に
、
国
と
地
域
圏
ア
ル
ザ
ス
の
間
の
計
画

契
約
に
書
き
込
ま
れ
た
。
同
契
約
三
〇
1
五
条
に
よ
れ
ば
、
「
フ
ラ
ン
ス

政
府
は
、
新
し
い
国
際
機
関
：
：
：
経
済
社
会
問
題
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所

・
シ
ン
ク
ロ
，
ト
ロ
ン
円
形
加
速
機
等
（
簿
ρ
）
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
を
支
持
す
る
」
。

　
し
か
し
一
九
八
四
年
一
〇
月
一
八
日
に
、
A
F
P
通
信
等
が
、
施
設
を

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
設
置
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
内
容
の
、
首
相
か
ら
イ

ゼ
ー
ル
の
県
議
会
議
長
に
宛
て
た
書
簡
を
公
表
し
た
。
＝
月
六
日
、
ア

ル
ザ
ス
の
地
域
圏
議
会
議
長
に
口
頭
で
こ
の
決
定
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
関

係
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
広
域
都
市
圏
・
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
市
・
。
ハ
ー
ラ
ン
県
・
オ
ー
ラ
ン
県
は
こ
の
首
相
の
決
定
の
取
消
を

求
め
て
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
地
方
行
政
裁
判
所
に
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
第
一
審
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
地
方
行
政
裁
判
所
（
以
下
「
審
裁
判
所
と
い
う
）
は
、
一
九

八
五
年
一
二
月
五
日
の
判
決
の
中
で
、
契
約
に
関
す
る
行
政
裁
判
所
法
R

四
六
条
に
よ
り
、
自
ら
の
管
轄
を
認
め
た
上
で
、
訴
え
の
利
益
、
決
定
の

契
約
か
ら
の
分
離
可
能
性
、
国
際
交
渉
か
ら
の
分
離
可
能
性
等
を
認
め
て
、

越
権
訴
訟
を
受
理
し
、
つ
い
で
、
一
九
八
二
年
七
月
二
九
日
法
一
二
条
と

の
関
連
で
次
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
、
首
相
の
決
定
を
取
消
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
「
＝
一
条
は
、
契
約
当
事
者
た
る
公
共
団
体
の
ど
ち
ら
か

一
方
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
契
約
の
修
正
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
首
相
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
ろ
う
と
も
一
二
条
に
違
反
す
る
こ
と

な
く
、
一
方
的
な
決
定
に
よ
っ
て
、
法
律
の
文
言
に
よ
り
契
約
的
な
も
の

だ
と
見
な
さ
れ
た
確
約
（
①
⇒
α
q
P
α
q
Φ
『
＝
Φ
コ
け
）
か
ら
効
果
を
奪
う
こ
と
が
出
来
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な
い
。
地
域
圏
共
和
国
委
員
は
、
計
画
契
約
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

法
的
に
国
を
拘
束
し
た
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
法
律
の
規
定
も
行
政
命
令

の
規
定
も
、
首
相
に
こ
の
確
約
に
違
反
す
る
権
限
を
与
え
て
は
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
係
争
の
決
定
が
一
二
条
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
主
張
に

は
根
拠
が
あ
る
」
。

　
政
府
は
直
ち
に
こ
れ
に
対
し
て
控
訴
し
、
一
九
八
八
年
一
月
八
日
に
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。

［
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
断
］

　
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ま
ず
一
審
裁
判
所
が
、
前
述
R
四
六
条
に
基

づ
い
て
自
ら
の
管
轄
を
認
め
た
こ
と
を
違
法
と
し
て
、
原
判
決
を
取
消
し
、

自
ぢ
判
断
す
る
旨
を
明
示
し
た
上
で
、
．
統
治
行
為
論
を
排
し
て
（
「
こ
の

決
定
は
当
事
件
の
事
情
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
関
係
に
関
す
る

活
動
と
は
関
連
が
な
い
行
政
行
為
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
行
政
裁
判

官
に
提
訴
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
」
）
訴
え
を
受
理
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
「
契
約
条
項
の
違
反
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
契
約
の
相

手
方
に
対
す
る
当
事
者
一
方
の
責
任
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
得
る
に

し
て
も
、
行
政
決
定
に
対
し
て
な
さ
れ
る
越
権
訴
訟
を
支
持
す
る
た
め
の

適
法
性
の
理
由
と
し
て
は
有
効
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九

八
二
年
七
月
二
九
日
法
も
、
そ
の
ほ
か
の
如
何
な
る
立
法
的
規
定
も
、
国

と
地
域
圏
ア
ル
ザ
ス
の
間
で
㌦
…
…
締
結
さ
れ
た
計
画
契
約
条
項
…
…
に
、

契
約
条
項
の
効
力
以
外
の
効
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
原
告
の
申
し
立
て
ば
、
認
容
で
き
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

［
検
討
］

　
鳳
　
本
判
決
で
争
わ
れ
た
計
画
契
約
は
、
一
九
八
二
年
七
月
二
九
日
法

（
貼
世
配
も
櫛
飴
彦
に
よ
る
計
画
化
改
革
の
要
と
し
て
新
し
く
制
度
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
判
決
の
検
討
に
移
る
前
に
こ
の
計
画
化
の
改
革
及
び
計
画

契
約
制
度
に
つ
い
て
若
壬
言
及
し
て
お
こ
う
。

　
一
九
八
一
年
五
月
、
第
五
共
和
制
史
上
初
の
左
翼
大
統
領
と
な
っ
た

ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
直
ち
に
大
規
模
な
構
造
改
革
に
着
手
し
た
。
計
画
化
の

改
革
は
、
国
有
化
、
地
方
分
権
化
に
続
く
こ
の
構
造
改
革
の
三
本
目
の
柱

と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
七
四
年
以
降
の
新
保
守
主

義
的
経
済
政
策
の
下
で
風
前
の
灯
と
な
っ
て
い
た
経
済
計
画
化
は
、
再
び

日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
新
し
い
計
画
は
、
民
主
的
で
あ
る
こ
と
と
、
実
効
的
で
あ
る
こ
と
を
そ

の
理
念
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
新
し
い
制
度
L
計
画
契
約
1
が
、

こ
の
二
つ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
の
要
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
計
画
契
約
は
、
一
九
八
二
年
三
月
二
日
法
に
始
ま
る
｝
連
の
地
方

分
権
化
政
策
の
下
で
権
限
を
拡
大
し
た
各
地
方
公
共
団
体
の
、
重
層
的
に

連
な
る
計
画
一
地
域
圏
計
画
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
間
憲
章
等
一
と
、
全
国

計
画
を
結
び
つ
け
、
ま
た
、
オ
ー
ル
ー
法
等
に
示
さ
れ
る
一
連
の
企
業
の

民
主
化
政
策
の
下
で
の
企
業
経
営
と
、
全
国
計
画
を
結
び
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
計
画
の
集
団
的
策
定
」
と
い
う
原
則
（
昆
主
的
計
画
化
）
に
内

容
を
与
え
る
と
同
時
に
、
強
制
力
を
持
た
な
い
経
済
計
画
に
つ
い
て
協
働

的
実
施
の
法
的
手
段
を
与
え
る
（
実
効
的
計
画
化
）
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
〉
劣
零
「
3
乞
珍
Z
ハ
三
§
一
”
5
；
3
。
卜
．
・
3
．
嶋
〕
8
う
吋
．
以
下
＞
2
．
と
い
う
）
。

　
一
九
四
七
年
に
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
の
計
画
化
は
、
元
来
、
社
会
主
義
国
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に
み
ら
れ
る
よ
う
な
命
令
的
計
画
と
対
照
的
な
誘
導
的
計
画
で
あ
る
こ
と

を
そ
の
特
徴
と
し
て
お
り
、
実
施
の
た
め
に
は
経
済
的
社
会
的
パ
ー
ト

ナ
ー
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
準
契
約
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
契

約
と
い
っ
た
契
約
的
手
法
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
手
法
は
、
そ
の
契
約
的
効
力
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
（
鯵
一
難
副

馬
晩
槻
幣
韻
獄
）
、
ま
た
次
第
に
計
画
と
の
つ
な
が
り
を
希
薄
に
し
て
い
く
傾

向
に
あ
っ
た
（
坪
躍
。
。
£
門
。
等
寓
階
．
恥
還
り
剛
。
．
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
改

革
法
は
そ
の
第
三
章
を
計
画
契
約
に
割
き
、
そ
れ
を
協
働
的
計
画
実
施
の

主
要
な
手
段
に
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
改
革
法
に
よ
れ
ば
「
国
は
、

計
画
と
優
先
執
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
の
た
め
に
、
地
域
圏
・
地
方
公
共

団
体
・
公
私
企
業
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
他
の
法
人
と
、
当
事
者
相
互

の
確
約
を
含
む
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
出
来
」
る
（
一
一
条
一
項
）
。

「
こ
れ
ら
の
契
約
は
、
全
国
計
画
の
目
的
と
両
立
し
得
る
目
的
の
実
現
に

寄
与
す
る
活
動
を
対
象
と
」
し
、
「
国
が
こ
れ
ら
の
活
動
に
介
入
す
る
条

件
を
規
定
す
る
」
（
一
一
条
二
項
）
。
ま
た
、
当
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
一

二
条
｝
項
に
よ
れ
ば
、
「
（
計
画
契
約
は
）
通
常
の
満
期
前
に
は
、
明
示
的

に
規
定
さ
れ
た
形
式
と
条
件
に
お
い
て
し
か
解
約
さ
れ
得
な
い
。
（
計
画

契
約
は
、
）
契
約
的
条
項
し
か
含
ん
で
い
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
一
九
八
二
年
、
第
九
次
計
画
（
一
九
八
四
年
－
八
八

年
）
の
作
成
開
始
と
同
時
に
、
各
地
域
圏
で
契
約
案
の
作
成
・
検
討
が
開

始
さ
れ
、
一
九
八
四
年
四
月
に
は
二
二
地
域
圏
の
計
画
契
約
締
結
が
完
了

し
て
い
る
（
象
謹
蔓
蕪
．
碧
「
婁
響
蓼
．
誕
肛
篠
づ
。

　
本
評
釈
で
取
り
上
げ
た
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
事
件
は
、
こ
の
よ

う
に
し
て
成
立
し
た
国
と
地
域
圏
ア
ル
ザ
ス
の
間
の
計
画
契
約
の
内
容
に
、

国
が
一
方
的
に
違
反
し
た
も
の
で
、
民
主
的
計
画
化
と
い
う
新
し
い
試
み

の
中
で
努
力
を
続
け
て
き
た
地
方
公
共
団
体
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

　
二
　
本
判
決
は
改
革
法
に
よ
る
計
画
契
約
が
争
点
と
な
っ
た
初
め
て
の

判
決
で
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
の
手
法
が
注
目
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
、

一
審
裁
判
所
が
、
契
約
違
反
を
法
律
違
反
と
構
成
し
て
、
訴
え
を
認
容
し

た
の
に
対
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
首
相
の
決
定
を
あ
く
ま
で
契
約

と
の
関
係
で
と
ら
え
、
契
約
違
反
と
越
権
訴
訟
の
関
係
か
ら
、
訴
え
を
棄

却
す
る
と
い
う
、
対
照
的
な
二
つ
の
判
断
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
憲
法
学
的
な
見
地
か
ら
は
、
計
画
国
家
化
現
象
、
行
政
国
家
化
現
象
に

と
も
な
う
個
人
の
客
体
化
、
疎
外
化
現
象
に
対
抗
す
べ
く
、
計
画
の
民
主

的
統
制
、
法
的
統
制
の
局
面
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
関

し
て
、
計
画
契
約
が
、
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
民
主
的
契
機
と
、
締
結

後
の
法
的
効
力
に
よ
る
法
的
統
制
の
契
機
を
も
つ
こ
と
は
、
新
し
い
計
画

化
の
試
み
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
計

画
の
実
施
を
信
頼
し
て
、
何
ら
か
の
行
動
に
入
っ
た
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
、
国
の
一
方
的
な
契
約
違
背
が
、
裁
判
所
で
ど
の
よ
う
な
判
断
を
受

け
る
か
は
、
憲
法
学
的
に
も
、
非
常
に
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　
本
判
決
で
主
要
な
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
論
告
担
当
官
の
論
告
と
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
断
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
統
治
行
為
の
問
題
と
、

越
権
訴
訟
と
契
約
の
関
係
の
問
題
で
あ
っ
た
。
本
評
釈
は
、
上
の
よ
う
な
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憲
法
学
的
視
点
か
ら
、
後
者
の
論
点
に
焦
点
を
あ
て
、
二
つ
の
判
決
の
考

え
方
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
低
廉
で
原
告
適
格
も
広
い
越
権
訴
訟
で
、
計
画
契
約
違

反
に
つ
い
て
争
う
可
能
性
が
な
か
っ
た
か
、
今
一
度
問
い
直
そ
う
と
い
ヶ

も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
前
者
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
国
際
関
係
に
関
し
て
分
離

可
能
な
行
為
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及

ば
な
い
領
域
を
縮
小
し
て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
を
一
層
押
し
進
め
る
意
味

で
、
若
干
の
判
例
変
更
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う

（詳
ﾗ
の
言
及
は
こ
こ
で
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
，
特
に
、
δ
P
ζ
・
〉
鉱
ぽ
『
3
＞
9
0
ω
窪
。
碧
5
δ
箒
§
似
三
．
，
〉
●
』
・
O
●
〉
・
噛
お
Q
o
o
o
．
”
μ
紹
・
…
罰
・
O
『
2
岩
贈
』
・
ρ
”
●
噛
這
紹
．
舘
§
・
）
。

　
三
　
本
事
件
は
、
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
地
域
圏
ア
ル
ザ
ス
に
よ
っ
て
、

契
約
に
つ
い
て
全
面
審
判
訴
訟
で
争
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
第
三
者
で
あ

る
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
、
首
相
の
決
定
の
適
法
性
が
越
権
訴
訟
で
争

わ
れ
た
と
い
う
点
に
特
徴
を
示
す
。

　
そ
の
結
果
、
取
消
自
由
の
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て
、
係
争
の
決
定
が
、
契

約
違
反
に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
法
律
違
反
に
な
る
か
と
い
う
手
続
き
的
な

側
面
が
重
要
な
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
、
一
審
裁
判
所
が
原
告
の

主
張
を
認
め
て
、
係
争
の
決
定
（
以
下
決
定
と
い
う
）
を
直
接
改
革
法
一
二
条
違
反

で
あ
る
と
と
ら
え
て
取
消
し
た
の
に
対
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
は
、
そ
れ

を
あ
く
ま
で
契
約
違
反
の
問
題
と
と
ら
え
て
原
告
の
主
張
を
排
し
て
い
る
。

　
越
権
訴
訟
と
契
約
の
関
係
は
、
第
一
に
、
越
権
訴
訟
と
い
う
手
段
で
、

契
約
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
，
か
と
い
う
受
理
可
能
性

の
問
題
、
第
二
に
、
契
約
違
反
は
越
権
訴
訟
の
取
消
事
由
に
な
る
か
一

思
飛
型
は
、
契
約
違
反
を
援
用
で
き
る
か
一
と
い
う
取
消
事
由
の
問
題

を
生
む
と
さ
れ
て
い
る
が
（
O
P
＜
Φ
凸
〇
一
噸
口
『
o
瞥
　
P
含
写
凶
切
齢
『
9
ρ
罵
、
一
⑩
o
◎
o
o
噸
「
・
醐
伊
｛
）
o
ρ
　
o
o
．
）
、
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
①
「
越
権
訴
訟
は
、
契
約
に
対
し
て
は
受
理
さ
れ
な
い
。
」
、

②
「
契
約
条
項
違
反
は
、
越
権
訴
訟
の
た
め
の
取
消
事
由
と
し
て
は
援
用

さ
れ
得
な
い
。
」
と
い
う
原
則
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
て
い
る
（
星
雲
原
中
鷲

鎗
。
鋒
新
レ
オ
鉾
ヤ
．
郭
夢
鑓
胃
散
鋒
L
∬
襲
写
下
翼
角
鱒
繋
難
［
弛
驚
㌔
曽
三
皇
緒
．
雛
諮
鯵
）
。
た
だ

し
、
①
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
2
0
世
紀
初
頭
判
例
理
論
と
し
て
定
着
し
た

分
離
可
能
な
思
為
の
理
論
が
こ
れ
を
緩
和
し
（
馬
騎
緩
急
銘
ゲ
姶
ヨ
ガ
置
賜
紳

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
分
離
可
能
な
も
の
と
し
て
受
理
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
、
一
方
、
契
約
締
結
後
の
行
為
に

つ
い
て
は
判
例
は
一
般
的
に
は
契
約
的
関
係
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
型
置
に
つ
い
て
（
越
権
訴
訟
を
認
め
る
の
に
ヨ

棚噸

?
岬
窃
腕
紛
謹
擁
黙
認
鋤
晒
醜
3
、
②
の
原
則
に
つ
い
て
は
⑦
契
約
違
反

行
為
が
直
接
法
律
に
違
反
す
る
場
合
（
轟
頭
蓋
堀
徹
魏
糞
M
刷
外
靴
獣
諺
奴
ザ

勉
砺
魏
二
曲
蜘
範
飯
舗
勉
落
飾
湛
髭
嵩
の
）
、
⑦
公
役
務
の
利
用
者
た
る
第
三
者
が
、

行
政
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
行
政
命
令
的
条
項
に
違
反
す
る
契
約
違
反
行

為
に
つ
い
て
争
う
場
合
圏
團
と
い
う
二
つ
の
場
合
が
・
」
の
例

外
と
し
て
判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
判
決
に
即
し
て
考
察
し
て
み
る

と
、
問
題
と
な
る
の
は
第
一
に
、
係
争
の
行
為
が
契
約
か
ら
分
離
可
能
な

行
為
で
あ
る
か
ど
ヶ
か
と
い
う
点
、
第
二
に
、
分
離
可
能
な
行
為
で
あ
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
が
、
法
律
違
反
の
問
題
か
、
そ
れ
と
も
契
約
条
項
違
反

の
問
題
か
と
い
う
点
、
第
三
に
、
法
律
違
反
の
問
題
と
し
た
場
合
に
、
そ

の
主
張
に
根
拠
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
①
係
争
の
決
定
は
、
契
約
か
ら
分
離
可
能
か

　
一
審
裁
判
所
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
、
ま
た
論
告
も
、
決
定
が
、

契
約
外
の
行
為
で
あ
っ
て
、
契
約
か
ち
分
離
可
能
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
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問
題
な
く
認
め
て
い
る
。
決
定
は
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン

を
設
置
す
る
た
め
の
決
定
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
契
約

を
対
象
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
計
画
契
約
を
修
正
す
る
と
い
う
目
的
も

効
果
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
契
約
自
体
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
そ
の
効
果

は
契
約
条
項
の
履
行
を
と
ど
こ
お
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
決

定
が
、
計
画
契
約
に
書
き
込
ま
れ
た
確
約
を
破
棄
す
る
効
果
を
持
っ
た
と

い
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
契
約
の
履
行
措
置
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
は
全
く
別
な
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
＞
N
3
①
3
9
●
o
ぞ
辱
”
・
一
ω
P
）
と

お
り
で
あ
る
。

　
②
係
争
の
決
定
は
、
法
律
違
反
の
問
題
か
、
契
約
違
反
の
問
題
か

　
係
争
の
決
定
が
、
契
約
か
ら
分
離
可
能
な
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

と
、
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
そ
れ
が
、
法
律
違
反
の
問
題
に
な
る
の
か
、

契
約
違
反
の
問
題
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
審
裁
判
所
は
、
決

定
が
一
方
的
に
契
約
の
効
果
を
奪
う
点
が
、
契
約
が
相
互
の
確
約
を
含
み
、

契
約
が
全
て
契
約
条
項
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
一
二
条

に
直
接
違
背
し
て
い
る
と
し
て
、
原
告
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
「
契
約
的

条
項
し
か
含
ま
な
い
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、
重
点
を
そ
の
契
約
的
拘

束
力
に
お
い
た
結
果
で
あ
る
。

　
逆
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
決
定
を
適
法
性
の
問
題
で
は
な
く
契

約
違
反
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
。
こ
こ
で
は
、
一
二
条
の
「
契
約
的
条

項
し
か
含
ま
な
い
と
見
な
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
は
、
す
な
わ
ち
、
計
画

契
約
が
行
政
命
令
的
条
項
を
含
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
第
三
者
地
方
公
共
団
体
が
行

政
命
令
的
条
項
違
反
を
援
用
し
て
取
消
を
求
め
る
可
能
性
を
否
定
し
た
の

で
あ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
「
契
約
条
項
以
外
の
効
力
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
に
く
み
す
る
評
釈
は
、
一
審
裁
判
所
の
判

決
の
不
適
当
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
批
判
す
る
（
＞
N
ぴ
〇
二
》
o
㍗
o
…
ρ
）
濡
す
な
わ

ち
、
一
二
条
は
、
第
一
義
的
に
計
画
契
約
の
法
的
存
在
を
確
認
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
多
少
特
別
な
効
果
を
与
え
る
も
の
の
、
計
画
契
約
の
条
項
が

当
事
者
一
方
に
よ
り
破
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
直
接
の
違
反
が
越
権
訴
訟

に
お
い
て
有
効
に
援
用
さ
れ
得
る
と
い
っ
た
規
範
ま
で
は
含
ん
で
い
な
い

し
、
そ
の
違
反
の
場
合
の
準
則
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。
更
に
、
一

二
条
に
よ
っ
て
、
立
法
者
が
契
約
の
遵
守
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

し
て
も
、
そ
の
立
法
者
の
意
図
へ
の
違
背
は
、
契
約
条
項
違
背
に
よ
っ
て

生
じ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
判
例
上
、
類
似
の
場
合
に

適
法
性
の
問
題
と
し
て
処
理
し
て
い
る
判
決
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
あ
っ

て
（
臥
匙
下
血
靭
残
苦
難
、
W
ω
響
ら
。
、
）
、
法
律
違
反
と
す
る
事
も
、
不
可
能
で

は
な
い
。
ま
た
、
＝
一
条
の
意
味
が
、
「
行
政
命
令
的
条
項
を
含
ま
な
い
」

と
い
う
意
味
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
越
権
訴
訟
を
排
除
す
る
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
新
し
い
計
画
化
制
度
の
民
主
的
で
分
権
的
な
計
画
化
．
の
精

神
と
［
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
行
政
側
に
よ
る
一
方
的
な
解
約
や
変
更
、

或
い
は
違
背
を
排
除
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
又
一
二
条
が
、
明

確
に
両
当
事
者
の
平
等
と
い
う
原
則
を
規
定
し
て
お
り
、
国
の
契
約
条
項

に
対
す
る
不
履
行
・
不
遵
守
に
つ
い
て
の
制
裁
の
原
則
ま
で
含
ん
で
こ
と
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が
立
法
過
程
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
〉
．
Z
．
冒
，
2
｝
O
．
㌻
9
0
．
）
等
を
考
え
る
と
、
む

し
ろ
、
一
審
裁
判
所
の
解
釈
の
方
に
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
③
原
告
の
取
消
の
主
張
に
は
根
拠
が
あ
る
か
。

　
上
の
こ
と
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
、
最
後
に
問
題
に
な
る
の
は
、
原
告
の

層
取
消
の
主
張
に
は
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
審
裁

・
判
所
が
、
契
約
三
〇
一
五
条
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
法
的
効
力
あ
る
も
の
と

し
て
と
ら
え
た
の
に
対
し
て
、
論
告
は
、
計
画
契
約
を
意
図
の
宣
言
だ
と

解
し
て
、
そ
の
直
接
的
な
法
的
効
力
を
否
定
し
て
い
る
。
論
告
担
当
官
の
、

　
一
二
条
の
規
定
が
、
行
政
命
令
的
条
項
を
直
す
る
意
図
で
あ
っ
て
、
趣
旨

や
、
原
則
な
ど
の
意
図
の
宣
言
ま
で
締
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張

は
あ
な
が
ち
不
当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
確
か
に
、
契
約
の
中
に
余
り
に
も
漠
然
と
し
て
不
明
確
な
文
言
が
あ
り
、

そ
れ
を
法
的
効
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
＝
一
条
の
立
法
意
図
は
、
行
政
命
令
的

．
条
項
を
俳
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
計
画
契
約
制
度
を
、
こ
れ
ま
で

そ
の
内
容
の
不
明
確
さ
な
ど
か
ら
法
的
効
力
を
欠
く
意
図
の
宣
言
と
と
ら

え
ら
れ
て
き
た
準
契
約
等
の
従
来
の
制
度
と
、
全
く
異
な
っ
た
効
力
を
も

つ
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
も
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
第
九
次
計
画
第

二
法
で
「
計
画
契
約
が
、
意
図
の
宣
言
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
い
。
」
（
臨
鞭

地
震
妾
）
ぞ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
ヶ
に
考
え

る
と
、
一
二
条
の
文
言
を
素
直
に
解
し
て
、
出
来
る
限
り
契
約
者
の
意
図

に
沿
っ
て
、
そ
の
効
力
を
認
め
て
い
く
よ
う
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
一
審
裁
判
所
は
、
、
典
ρ
、
と
い
っ
た
、
契
約
的
効
力
を

失
わ
せ
か
ね
な
い
よ
う
な
文
言
を
含
ん
で
い
る
条
項
に
つ
い
て
も
、
一
二

条
の
文
言
を
厳
格
に
解
し
て
原
告
の
主
張
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
思
う
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
契
約
の
場
合
は
、
事
前
の
調
整
過
程
な

ど
か
ら
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
の
設
置
が
、
相
互
の
明
確
な
合
意
事
項
に

な
っ
て
い
た
こ
と
、
又
国
の
義
務
も
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
設
置
す
る
と

い
う
目
的
の
義
務
で
は
な
く
、
あ
ぐ
ま
で
ゴ
ー
ロ
ヅ
パ
に
対
し
て
そ
れ
を

支
持
す
る
と
い
っ
た
手
段
的
な
義
務
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
契
約
的

拘
束
力
を
認
め
る
の
に
十
分
で
あ
り
、
一
審
裁
判
所
の
判
決
通
り
、
原
告

の
主
張
に
は
根
拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
四
　
こ
の
よ
う
に
、
本
事
件
は
、
契
約
と
の
関
係
で
は
第
三
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
争
わ
れ
た
た
め
に
、
越
権
訴
訟
と
契
約
の
関
係

を
中
心
に
、
い
わ
ば
訴
訟
手
続
き
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
新
し
い
計
画
契
約
と
い
う
制
度
が
、
法
的
に
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
付
随
的
な
が
ら
示
唆
を
読
み
と
る

こ
と
が
出
来
、
そ
の
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。
，

　
ま
ず
、
第
一
に
、
計
画
契
約
が
、
真
の
契
約
で
あ
る
こ
と
が
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
経
済
契

約
が
、
契
約
的
外
見
を
備
え
て
い
な
が
ら
も
、
契
約
と
し
て
の
効
力
を
持

ち
得
ず
、
一
方
的
な
行
政
の
行
為
に
よ
り
改
廃
変
更
に
受
け
て
き
た
の
と

対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
判
決
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
契
約
当
事
者
、
契
約
相
手
方
は
、
契
約
違
反
を
理
由
に
損
害

賠
償
請
求
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
（
蛭
霧
早
足
妨
舩
錨
雄
讐
喫
駒

秘
鰐
旙
黎
糞
壷
纏
罐
矯
雌
貌
鹸
難
磐
筋
諮
第
戴
鯨
法
）
。
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は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
計
画
契
約
制
度
は
、

社
会
党
の
社
会
民
主
主
義
的
な
政
策
に
沿
っ
て
改
革
の
行
わ
れ
た
新
し
い

計
画
化
に
、
民
主
的
契
機
と
実
効
的
契
機
を
与
え
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
地
方
公
共
団
体
を
含
む
多
様
な
利
益
の
調
整
を
行
い
な

が
ら
策
定
さ
れ
た
全
国
レ
ベ
ル
の
計
画
と
、
地
域
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
分
権
的
な
地
方
計
画
が
、
相
互
の
義
務
を
含
む
契
約
と

い
う
対
等
の
意
思
の
合
致
に
よ
り
実
施
の
手
段
を
得
る
と
い
う
構
図
が
予

定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
上
の
二
つ
の
要
素
を
満
た
す
た
め
に
は
、
双
方

の
契
約
と
遵
守
と
、
そ
れ
を
確
保
す
る
手
段
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
一
方
で
、
国
が
一
般
利
益
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す

る
立
場
か
ら
は
、
計
画
化
改
革
法
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
通
り

契
約
に
、
本
来
の
契
約
と
し
て
の
効
力
を
否
定
す
る
と
い
っ
た
主
張
が
、

当
初
か
ら
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
点
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
、
計
画
契
約
の
契
約
的
性

質
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
契
約
的
手
法
に
よ
る
経
済
政
策
の
推
進
す
る

上
で
、
民
主
的
観
点
か
ら
、
ま
た
、
契
約
の
相
手
方
の
保
護
の
観
点
か
ら

一
つ
の
前
進
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
、
計
画
契
約
を
制
度
上
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
判
決
が
こ
れ
を
一
種
の
行
政
契
約
と
し
て
位

置
づ
け
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
あ
る
も
の
と
し
て
示
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
行
政
契
約
の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
は
、
普
通
法
外
条
項
ど
、
公
役
務

の
執
行
と
い
う
選
択
的
な
二
つ
の
基
準
が
挙
げ
ら
れ
る
。
計
画
契
約
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
公
法
人
間
で
締
結
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
も
、

全
国
計
画
と
両
立
す
る
、
経
済
政
策
的
な
内
容
を
持
つ
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
公
役
務
の
執
行
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
行
政
契
約
的

要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
行
政
契
約
の
本
領
は
、
行
政
の
特

権
的
な
地
位
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
行
政
を
普
通

法
上
の
契
約
と
同
様
の
拘
束
力
の
下
に
置
く
計
画
契
約
は
、
行
政
契
約
の

本
質
を
欠
い
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
裁
判
所
の
管
轄
の
問
題
に
つ

な
が
る
だ
け
に
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

　
一
審
裁
判
所
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
に
そ
の
違
法
を
指
摘
さ
れ
は
し
た

が
、
「
行
政
裁
判
所
に
属
す
る
契
約
に
関
す
る
訴
訟
」
に
つ
い
て
の
行
政

裁
判
所
法
R
四
六
条
を
引
い
て
、
自
ら
の
権
限
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
意
味
で
、
計
画
契
約
を
、
行
政
契
約
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
い
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
、
計
画
契
約
条
項
が
、
契
約
的
条
項

の
効
力
以
外
の
も
の
を
持
た
な
い
と
明
示
し
て
、
行
政
命
令
的
条
項
の
不

存
在
を
示
唆
し
た
点
で
、
こ
れ
を
行
政
契
約
の
一
種
だ
と
認
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
「
計
画
契
約
が
契
約
的
条
項

し
か
含
ま
な
い
と
す
る
規
定
は
、
明
確
に
、
行
政
契
約
制
度
の
法
的
な
例

外
を
制
度
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
、
計
画
契

約
を
例
外
的
な
行
政
契
約
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
立
法
者
の
意
図

（
♪
Z
．
5
6
り
拐
．
Ψ
『
朝
．
）
は
、
判
決
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
で
、
契
約
に
関
す
る
第
三
者
が
越
権
訴
訟
で
、
契
約
違
反
を
争
う

可
能
性
は
否
定
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
経
路
で
の
訴
訟
提
起
も
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理
論
的
に
ば
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
の
可
能
性
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
低
廉
で
、
絶
対
的
効
力
を
持

つ
越
権
訴
訟
で
、
契
約
違
反
の
決
定
の
効
力
を
争
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

よ
り
、
計
画
化
の
理
念
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
点
が
惜
し
ま

れ
る
。
（
醸
網
鳶
筋
蝶
蹟
霧
霧
耀
緬
施
諜
訟
議
鰭
謬
誘
縣
墾
離
鄭

約
に
署
名
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
地
方
公
共
団
体
も
、
契
約
の
実
施
者
で
あ
り
、
案
質
的
に
は
契
約
の
当
事
者
と
い
え
、

全
面
審
判
に
お
け
る
当
事
者
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し

、
傷
）
。

　
計
画
契
約
制
度
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
未
解
明
の
部
分
が
多
い
。
が
、

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
第
一
〇
次
計
画
に
お
い
て
も
、
激

動
す
る
世
界
情
勢
の
中
で
こ
そ
計
画
化
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
点
が

主
張
さ
れ
（
一
〇
｝
　
＝
o
き
一
心
『
〇
二
‘
　
哺
O
一
翼
詔
一
〇
ρ
　
一
的
0
◎
O
O
℃
号
「
2
艦
く
ロ
喝
乙
騨
。
　
×
。
℃
『
＝
●
一
．
0
1
’
＝
一
＝
留
写
P
．
一
ヨ
リ
◎
冒
．
3
◎
①
鱒
P
・
）
、
そ
こ
で
も
計
画
契
約

は
依
然
計
画
実
施
の
主
要
な
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
判
例
や

研
究
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
原
佳
奈
子
）

、
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